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Abstract
Specimens of a skin parasite Argulus coregoni 

Thorell, 1864 (Branchiura: Argulidae) were collected 
from two species of salmonids [whitespotted charr, 
Salvelinus leucomaenis leucomaenis (Pallas, 1814), 
and masu salmon, Oncorhynchus masou masou 
(Brevoort, 1856)] in a mountain stream of the Ani Riv-
er, a tributary of the Yoneshiro River, and from masu 
salmon farmed using waters from the Yodo River, a 
tributary of the Omono River, Akita Prefecture, north-
ern Honshu, Japan. This represents the second record 
of A. coregoni in Akita Prefecture, from which only 
one record exists of the parasite taken from Ayu, 
Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and Schle-
gel, 1846) (Plecoglossidae), from the middle-reaches 
of the Yoneshiro River. Argulus coregoni was collected 
for the first time from wild whitespotted charr in Japan 
and also from farmed fish in northern Honshu. As pre-
viously suggested for A. coregoni in central and west-
ern Japan, this parasite is considered to use the salmo-
nids and Ayu as its hosts in the upper and middle 
reaches of the Yoneshiro River as well, respectively.

はじめに
チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864は

チョウ属エラオ類の 1種で，淡水魚の体表に寄生

する（時岡，1965）．わが国では，主にサケ科魚

類やアユに寄生することが知られている（長澤，

2009；Nagasawa, 2011）．本論文の第一筆者は，

わが国におけるチョウモドキの地理的分布と宿主

利用を解明するため，2000年代から日本各地で

調査を行い，これまでに本州・四国・九州の 21

都府県に分布することを明らかにしてきた

（Nagasawa and Yuasa, 2020: fig. 3を参照）．しかし，

その採集記録には偏りがあり，北日本からの記録

は極めて少ない．北海道ではチョウモドキの記録

がなく，東北地方でも福島県（Nagasawa and 

Ishikawa, 2015）と秋田県（Nagasawa et al., 2019a）

で僅かに 1例ずつが報告されたにすぎない． 

本論文の第二筆者らは，秋田県で渓流性サケ

科魚類の生態研究を行っている（佐藤・鷲尾，

2014；佐藤・渋谷，2015；佐藤ほか，2016）．そ

の過程で，米代川水系の一渓流に生息するエゾイ

ワナ Salvelinus leucomaenis leucomaenis (Pallas, 1814)

とヤマメ（サクラマス河川残留個体）Oncorhyn-

chus masou masou (Brevoort, 1856)の体表に寄生す

るチョウモドキを見つけ採集した．また，雄物川

水系に設けられた養魚場で飼育されているヤマメ

の体表からもチョウモドキを採集した．本論文で，

それらの採集記録を秋田県におけるチョウモドキ

の第 2報として報告する．

材料と方法
2020年 7月 29日，秋田県北秋田市阿仁吉田地

区を流れる米代川の支流，阿仁川に流れ込む小渓

流，十二ノ沢川（40°02′05"N，140°23′37"E）でエ

ゾイワナとヤマメの資源調査中に体表に見慣れな

い寄生虫を見つけた．この寄生虫を指で採取し河

秋田県産サケ科魚類から採集された寄生虫，チョウモドキ
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川水とともにビニール袋に入れて，北秋田市阿仁

中村字戸草沢にある秋田県水産振興センター（内

水面試験池）の研究室に運び，5%フォルマリン

液で固定した．十二ノ沢川では，被寄生魚の全長

（TL）を測定するとともに，他魚における寄生虫

の有無を肉眼で確認後，資源保護のため，すべて

の個体を採捕場所に放流した．秋田県内にはエゾ

イワナとニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis 

pluvius (Hilgendorf, 1876)が生息するが，十二ノ沢

川で採捕した個体には着色斑点がなく白色斑点の

みを有していたので，エゾイワナに同定した．ま

た，十二ノ沢川には海で大きく成長したサクラマ

ス成魚も遡上するが（佐藤ほか，2016），今回採

捕した個体は降海することなく河川に残留してい

た個体であったので，和名にヤマメを用いた．

一方，上記の採集に先立って，秋田県大仙市

にある養魚場で飼育されているヤマメの体表に寄

生虫が問題となったため，2018年 8月 2日に養

Fig. 1. Argulus coregoni from the body surface of a whitespotted charr, Salvelinus leucomaenis leucomaenis (200 mm TL), and a masu 
salmon, Oncorhynchus masou masou (187 mm TL), in a mountain stream of the Ani River, a tributary of the Yoneshiro River, Akita 
Prefecture, northern Honshu, Japan. Female (A and B, 7.7 mm BL) from whitespotted charr; female (C and D, 6.5 mm BL, carapace and 
ovary damaged) from masu salmon. Ethanol-preserved specimens, dorsal (A, C) and ventral (B, D) views. TL, total length; BL, body 
length. Scale bars: A, B, 3 mm; C, D, 3 mm.

Fig. 2. Argulus coregoni from the body surface of a masu salmon, Oncorhynchus masou masou (ca. 250 mm TL), reared at a trout farm using 
waters from the Yodo River, a tributary of the Omono River, Akita Prefecture, northern Honshu, Japan. a, male (6.0 mm BL); b, female (5.2 
mm BL); c, male (3.4 mm BL); d, male (4.0 mm BL). Ethanol-preserved specimens, dorsal (A) and ventral (B) views. TL, total length; BL, 
body length. Scale bar: 3 mm.
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魚場を訪問し，ヤマメ 1尾を飼育池から採捕した。

全長を測定後，体表から寄生虫を上記のように採

取し，研究室に持ち帰って 5%フォルマリン液で

固定した．この施設では，飼育水を雄物川の支流，

淀川から導いて使用していた．

2020年 8月，寄生虫標本は静岡市にある水族

寄生虫研究室に送られ，70%エタノール液中に

保存された．その後，実体顕微鏡（Olympus 

SZX10）で形態を観察してチョウモドキであるこ

とを確認し，性と体長（BL，背甲前端から腹部

後端までの長さ）を記録した．現在，チョウモド

キ標本は第一筆者のもとにあり，日本産チョウ属

エラオ類の分類学的研究を行った後に，茨城県つ

くば市にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻

類コレクションに収蔵する予定である． 本論文

で述べる魚類の学名と和名は本村（2020）に従う．

結　果
十二ノ沢川で採集したエゾイワナ 1尾（200 

mm TL）とヤマメ 1尾（187 mm TL）にチョウモ

ドキ各 1個体が寄生していた．チョウモドキは背

鰭後方の背面に寄生していた．いずれの個体も雌

成体（7.7, 6.5 mm BL）で，卵巣に卵を有してい

た（Fig. 1）．十二ノ沢川で被寄生魚と同日に採捕

されたエゾイワナ 6尾とヤマメ 44尾を目視観察

したが，チョウモドキの寄生は見られなかった．

一方，養魚場で飼育されていたヤマメのうち，

1尾（約 250 mm TL）を取り上げたところ，体側

に 25個体のチョウモドキが寄生していた．無作

為に採取した 4個体は，雄成体 3個体（6.0, 4.0, 3.4 

mm BL）と雌 1個体（5.2 mm BL）であった（Fig. 

2）．

考　察
今回，米代川の支流，阿仁川に流れ込む小渓

流（十二ノ沢川）に生息するエゾイワナとヤマメ

の体表からチョウモドキを採集した．日本産チョ

ウモドキの宿主に関して，野生イワナ属魚類では，

島根県産ゴギ Salvelinus leucomaenis imbrius Jordan 

and McGregor, 1925（Nagasawa and Kawai, 2008）

と長野県産ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis 

japonicus Oshima, 1961（長澤・河合，2015）から

の採集記録があるのみである．野生エゾイワナに

おけるチョウモドキの寄生は，今回が初記録とな

る．また，野生ヤマメへのチョウモドキの寄生は，

福井県（加藤，1964）と島根県（長澤・河合，

2016）から報告されており，今回，秋田県の野生

ヤマメにも寄生を確認した．

本研究では，雄物川水系の淀川沿いある養魚

場で飼育されていたヤマメにも，チョウモドキの

寄生を確認した．わが国では，民間養魚場や試験

研究機関等で飼育されているサケ科魚類にチョウ

モドキの寄生が知られている（Nagasawa and 

Yuasa, 2020）．ただ，その数はそれほど多くなく，

栃木県以南の本州で 13カ所，四国で 1カ所の計

14カ所しかない．東北地方の養魚場飼育魚にチョ

ウモドキの寄生を認めたのは本報告が初記録とな

る．

これまでに野生エゾイワナへのチョウモドキ

の寄生が報告されなかったのは，北日本における

チョウモドキの調査が不十分であったことが大き

な原因である．今回，エゾイワナとヤマメを採集

した十二ノ沢川は秋田県の山間部を流れる小渓流

（川幅 2.8 m）で，水族寄生虫研究者が標本採集に

訪れるような場所ではなく，そもそも北日本の渓

流性サケ科魚類の寄生虫に関心をもつ研究者はほ

とんどいない．わが国におけるチョウモドキの地

理的分布を明らかにするためには，北日本の渓流

域で研究を進める魚類研究者との連携が極めて重

要である．

関連して，関東地方以西の河川上流域ではサ

ケ科魚類のヤマメ（加藤，1964；長澤・河合，

2016；長澤，2017；Nagasawa et al., 2019b），アマ

ゴ Oncorhynchus masou ishikawae Jordan and Mc-

Gregor, 1925（竹上，1984；田村・丸山，2009；

長澤ほか，2009；長澤・河合，2016；Nagasawa 

et al., 2017），ゴギ（Nagasawa and Kawai, 2008），

ヤマトイワナ（長澤・河合，2015）がチョウモド

キの宿主として知られている．また，河川中流域

ではアユ Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck 

and Schlegel, 1846)がチョウモドキの宿主となっ

て い る（Yamaguti, 1937； 長 澤・ 池 田，2011；
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Nagasawa et al., 2015,  2018, 2019a；長澤・森川，

2019a, b, c；長澤ほか，2020）．この事実に基づき，

長澤・森川（2019b）は，関東地方以西の河川で

はチョウモドキの宿主は流程で異なり，上流域で

サケ科魚類，中流域でアユが主要な宿主であるこ

とを報告した．秋田県の阿仁川では，中流域の本

流（北秋田市浦田白坂地区）に生息するアユにチョ

ウモドキの寄生が既に認められており（Nagasawa 

et al., 2019a），今回，それより上流の小渓流に生

息するエゾイワナとヤマメからチョウモドキを採

取した．今後，東北地方の他河川においても，チョ

ウモドキが上流域でサケ科魚類，中流域でアユを

宿主とするのか調査することが望まれる．

十二ノ沢川で採取したチョウモドキ 2個体は

雌成体で，卵巣に卵を有していた．これは，チョ

ウモドキが十二ノ沢川でエゾイワナやヤマメを宿

主として繁殖していることを示している．チョウ

モドキの生活環（Shimura, 1983）や標本採取日

（2020年 7月 29日）に基づくと，今回採取され

た 2個体は 2019年晩秋に産出された越冬卵から

2020年春に孵化した個体であり，2020年夏から

秋に産卵すると推測される．一方，雄物川水系の

淀川沿いある養魚場で飼育されていたヤマメから

採取されたチョウモドキ 4個体は，比較的大きな

個体（6.0, 5.2 mm BL，Fig. 2: a, b）とそれより小

さな個体（4.0, 3.4 mm BL，Fig. 2: c, d）から構成

されていた．これらは，いずれも 2019年晩秋に

産出された越冬卵から孵化した個体で，体長の違

いは孵化時期の差に基づくと考えられる．東京都

で観察された例（Shimura, 1983）では，越冬卵か

らのチョウモドキの孵化時期は春から秋に及ぶと

報告されている． 

チョウモドキの宿主特異性はそれほど厳密で

はない．このため，サケ科魚類やアユ以外の魚種

にも寄生することがある（例えば Nagasawa et al., 

2014）．東北地方では，福島県のアカザ Liobagrus 

reinii Hilgendorf, 1878にチョウモドキが寄生した

例がある（Nagasawa and Ishikawa, 2015）．今回の

調査地の十二ノ沢川には，エゾイワナとヤマメ以

外にも，ウグイ Pseudaspius hakonensis (Günther, 

1877)，アブラハヤ Rhynchocypris lagowskii steinda-

chneri (Sauvage, 1883)，カジカ（大卵型）Cottus 

pollux Günther, 1873，ハナカジカ Cottus nozawae 

Snyder, 1911が生息している．今後，これら魚種

におけるチョウモドキの寄生を調べることも必要

だろう．また，十二ノ沢川にはサクラマスの成魚

が遡上してくる（佐藤ほか，2016）．山口県では，

チョウモドキは河川上流域に生息するアマゴを宿

主とし，そこに海から回帰したサツキマス成魚に

も寄生することが知られている（Nagasawa et al., 

2017）．十二ノ沢川でも同様にサクラマス成魚へ

の寄生が観察されるかも知れない．
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